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平成２６年度第１２回（通算３０回目）
福島県原子力発電所の廃炉に関する安全監視協議会開催報告書

１ 日 時 平成27年2月27日(金) 10:00 ～ 14:45

２ 場 所 福島第一原子力発電所

３ 出席者 別紙出席者名簿のとおり
(1)廃炉安全監視協議会構成員（専門委員、県生活環境部、関係市町村）
(2)説明者 東京電力(株)

４ 調査項目
・２号機原子炉建屋大物搬入口屋上部の高濃度の放射性物質を含む雨水のＫ排水路か

らの港湾外への流出について
・Ｂ・Ｃ排水路からの放射性物質を含む水の港湾内への流出について

５ 調査結果
◎渡辺原子力安全対策課長挨拶
本日は、新たな安全確保協定に基づきまして、立入調査を実施します。先日発生した、

福島第一原子力発電所のＢ・Ｃ排水路から高い放射性物質が港湾内に流出した件、２４日
にＫ排水路から港湾外に流出したことが判明した件、また、放射性物質を含む水が海洋に
流出した件について、これまで東京電力には、汚染水の管理と対策に万全を期すこと、さ
らに、速やかに情報を公表することを、再三申し上げてきたところであり、その基本がな
されていなかったということは、極めて遺憾であります。廃炉に向けた取り組みが安全か
つ着実に進むことはもちろん、速やかな情報公開とともに、県民目線であらゆるリスクを
想定することが、きわめて重要となります。東京電力は改めて重く受け止め、全社を挙げ
て取り組むようお願いします。
本日は、トラブルが発生した状況等について説明を受けるとともに、現場確認を行いた

いと思います。しっかりと確認して参りますので、よろしくお願いいたします。

◎東京電力説明
今回は、Ｂ・Ｃ排水路、及びＫ排水路の件について、ご説明いたします。警報発生につ

いてということで、公表しているものです。資料に、事象の概要の時系列があります。側
溝放射線モニタで高警報が発生し、その１０分後に高高警報が発生しました。手順に基づ
いて、止水ゲートの閉操作を実施し、３５ｍ盤の水の移送の停止について本部から指示を
しています。３ページについては、どこにゲートがあるかを示しており、Ｂ・Ｃ排水路の
ゲートがついている箇所を示しています。一番下流のゲートから閉止操作をしています。
順次上流に向かって閉めています。高警報が発生し、最大では、５０００Bqを超える全β
が検出されています。その後、短時間で下降しています。その後、数値は横ばいになって
いますが、モニタが汚染しているので、清掃して、現在はモニタリングができるようにな
っています。発生原因として、我々は汚染水のタンクからの漏えい、処理装置や配管から
の漏えい、作業中の小型のポリ瓶やタンクからこぼれることなど、３つの原因を想定して
います。移送配管からの漏えいについては、直ちに遠隔監視を実施し、そのようなことが
あり得ないことを確認しています。６、７ページは、モニタの変動を示していますが、現
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場の操作で堰の閉の確認が終わる前に指示値が下がっているので、水の移送を止める前に、
継続するような漏えいではないことを確認しています。現場で確認して、漏れてはいない
ことを確認しています。７ページに時系列を示していますが、現場を確認し処理施設の運
転や、移送を開始しても側溝の数値が変わらないことを確認しています。そうすると、作
業中のポリタンク等から意図せず、漏れてしまったことが考えられます。調査をした結果、
運搬等の作業があったかどうかを確認しています。こちらについては、そういう作業がな
かったとの回答を得ています。また、有意なβ線被ばくがあったかどうか確認しましたが、
不審なものはありませんでした。受けるべくして受けたようなものはありましたが、警報
発生後の枝排水路の水、たまり水について、日々、公表している資料にもありますが、追
加で調査をしています。β線が出るところがないか、合流点、枝排水路を直接測定して、
痕跡がないか確認しています。速報値で聞いている限り、そのような場所はありませんで
した。作業単位では、汚染水を扱う作業はありませんでした。一斗缶をこぼしたとか、本
人が意識せずに、水を使った場合もありますので、総点検をしています。作業員一人一人

に聞き取り調査を始めています。９ページは、サンプリングポイントのデータですが、こ
ちらについては、有意な変動はありません。２２日以降、上昇した実績はありません。１
１ページは、枝排水路がある箇所についての今後の対応ですが、原因調査を継続していま
して、排水路ゲートの開閉の自動化や、汲み上げポンプを常備するということを進めてい
ます。漏えい箇所の検知については、排水路に放射線検知機を配備し、要所に検知器をつ
けます。Ｃ排水路は港湾内に入れるので、毎週のサンプリングを毎日の頻度にします。い
まのところ状況に有意な変動はありません。あと、１、２週間、監視を実施し、変動が無
ければ適切な頻度に戻します。次のページには、対応のフローチャートがあるかと思いま
すが、今回、すぐに高高警報が発生したので、ゲートの操作をしております。県にもご説
明していますが、汚染水をせき止めるものではなく、高高警報、予防的処置を実施します。
そして、移送を停止するとともにゲートを閉めます。また、必要なサンプリングを実施し
ます。設備の漏えいではないという事を確認します。タンクの漏えい箇所の確認と、汚染
の拡大防止についてのフローチャートです。パワープロベスターにより、水の回収を実施
しました。ただ、先日は晴天ということもあり、問題がありませんでしたが、台風等の水
量が多いときには数分であふれます。今回ゲートを開けたように、モニタリングを実施し、
必要な箇所を調査し、ゲートの操作の対応をします。
続いて、Ｋ排水路です。３ページをご覧ください。１～４号機、原子炉建屋と法面の間

を南北に走っているものがＫ排水路です。暗渠になっていまして、開渠の部分は、昔の事
務本館の裏、暗渠で海まで出ています。Ｋ排水路は２０１４年から濃度の測定を行い、フ
ェーシングを行い、汚染を下げようと努力していました。土砂への浸透については、フェ
ーシングを実施し、汚染の取り込みがないように順次フェーシングをするとともに清掃を
しました。去年の１２月頃から低減効果がありますが、Ｋ排水路の濃度というのは、爆発
した原子炉のまわりなので、高い数値となっています。Ｋ排水路に流れ込む箇所に汚染源
があるのではないかと考えていますが、大物搬入口の屋根の部分に汚染があるのではない
かと考えています。今回公表したＫ排水路の汚染については、海に出た段階では、海の濃
度に変動はありません。続いて、屋根の状況ですが、２号機の上部にはタイルのようなも
のが敷かれており、爆発のときの粉じん等が雨で溶け込み、ルーフドレン、雨樋をつたっ
て、Ｋ排水路に入っていきます。大物搬入口に入っています。５，６ページについては、
各排水路の状況となりまして、雨が降ると数値が上がる状況となっています。Ｋ排水路は、
２桁くらい高い状況です。１２月以降、若干、清掃の効果が出ている状況になります。７
ページ目は、Ｋ排水路に関しまして、海のサンプリングの状況を表しています。特段、高
い値にはなっていません。港湾の先、南放水口、３箇所の結果について、変動はありませ
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ん。今後の対策として、暫定的なものですが、ゼオライトの土嚢でせき止めを実施し、ゼ
オライトで吸着することを考えています。ルーフブロック、タイルについては撤去します。
排水路については、汚染を除去するためのゼオライト土嚢を敷き詰めます。「わかめちゃ
ん」といわれるモール状の吸着材の設置についても、今後やっていきます。参考データと
して、流量、雨量のデータを示していますが、雨が降ると流量が上がることを示していま
す。皆様にご迷惑をおかけした情報発信について、Ｋ排水路では、高い放射性物質が検出
されています。情報の公開については、規制委員会や定例記者会見で行っていまして、規
制委員会の評価検討会で示していますが、Ｋ排水路で高くなっていることについて、現地
調整会議でも報告をしています。実際の除染作業についてのデータを取得しながら進めて
いました。去年の４月から採取したデータについて、公表しなかったことについては、私
の責任だと思っています。排水路の濃度についても、期待したほど下がらないので、今後
の対応として、昨日、高木副大臣からも、ダストなどの影響で、敷地境界に影響を与える
ことのないよう、県民をはじめとして国民の皆様のリスクを低減するために、必要な対策

について、真摯に対応していきたいと思います。今回については、申し訳ありませんでし
た。

◎質疑応答
○石田委員
Ｂ・Ｃ排水路に流れ込む、もととなるところはどこでしょうか。

●東京電力
９ページにＢ・Ｃ排水路を示していますが、敷地全域のカラー写真、こちらで説明しま
す。現状の状態ということで、全域の排水路を示しており、集水エリアの色分けをしてい
ます。黄色のエリア、青いエリアの水をＢ・Ｃ排水路で流します。付替えた排水路で港湾
側に流れるものです。

○石田委員
そのエリアの地表面の雨が流れ込むということでしょうか。

●東京電力
そうです。タンクのエリアから、タンクが漏えいした場合に傾向をつかむため、側溝放

射線モニタを設置しています。

○石田委員
側溝放射線モニタの設置場所はどのあたりでしょうか。

●東京電力
排水路が合流した手前にありまして、今日確認する箇所でもあります。

○石田委員
９ページ右側の部分は何を示しているでしょうか。

●東京電力
以前は直接海に出ていたところを、開渠に導入するようにしたものです。昨年、付け替

え工事を終えています。
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○石田委員
今回の件では、Ｂ・Ｃ排水路で合流した後の濃度の変動はないということでしょうか。

●東京電力
今回のＢ・Ｃ排水路において、サンプリングをしていますが、特に数字の変動はありま
せんでした。枝排水路が走っているところがあり、１１ページに示していますが、側溝放
射線モニタについて、排水路では直接の配管はありませんが、まず、最初にＢ・Ｃ排水路
の汚染がバックグラウンドから先に線量が上がります。速報ではありますが、高いところ
はないと聞いています。今後は対象をタンクエリアまで広げて、β線の痕跡がないかどう
か調べているところです。

○岡嶋委員

具体的にどのようなやりかたで測定するのでしょうか。

●東京電力
β線用のシャロー型の測定器で測定します。今回は、晴天だったので、水が溜まってい

ない箇所もありますので、全部を確認できたわけではありませんでした。溜まっている水
は、今回の原因となるほど高い場所はありませんでした。今後は前回、水が無かった箇所
も実施していきます。

○長谷川委員
放射性物質の濃度が高いタンクは主にどこにあるのですか。

●東京電力
Ｂ・Ｃ排水路の間にあります。Ｈエリアの水はＲＯ濃縮水が多い状況ですが、Jエリア

については主にＡＬＰＳで処理した水を入れているので、このあたりのタンクが比較的多
い状況になっています。他にまったくＲＯ濃縮水がないかといえば、そうでもない所もあ
ります。

○長谷川委員
これまでのトラブルの中でＨタンクエリアはいろいろな事象があったと思いますがＨエ

リアで汚染水を貯蔵しているのでしょうか。

●東京電力
これまでにＨ６の天板から汚染水が漏れたこともあり、ご迷惑をおかけしていますが、
総点検にからみまして、このエリアの確認をしていきたいと思います。

○長谷川委員
作業でたまたま、少量の水が流れ込んだという事ではないのでしょうか。

●東京電力
今日、見るところでもありますが、排水路は暗渠になっているので、流れ込む要素はあ

りません。暗渠化したのは２年前の１１月であり、１年ちょっと経過しています。タンク
からの漏えい水が入ってはまずいので。Ｕ字溝もありますが、降った雨はどこにも行きよ
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うがありません。堰の水について、タンクからの漏えいのトラブルの後、堰を完備し、排
水路に流れるように暗渠化したとはいっても、降った水は排水路に入ります。また、フェ
ーシングもかなりやっていますので、過去には汚染した泥が排水路に入ることもありまし
たが、泥が排水路を伝って出て行くことも無くなっています。

○長谷川委員
フェーシングの表面の汚染の測定はやっているのでしょうか。

●東京電力
定例のサンプリングでやる箇所もありますが、先生のいう細かいサンプリングまではで

きていません。フェーシングの場所については、施工時にサーベイはしますが、定期的に
やっているものではありません。

○原委員
Ｂ・Ｃ排水路にはモニタをつけていますよね。例えば、ＲＯ濃縮水が原因としても、水

質を調べなければ、わからないわけですよね。しみ込んだものが、そのモニタの測定値を
増やすことになると思います。モニタリングについて、必ずしもリアルタイムで見る必要
性はなくて、安価でも見れるような積算線量計を使用して、もっときめ細かく見れるよう
に対応するべきではないでしょうか。

●東京電力
今まで、リアルタイムで測定をしていますが、今後はきめ細かく積算線量計を使用して

やっていくことも検討したいと思います。

○原委員
今回、モニタは問題ないと考えています。私としては、高警報、高高の設定について、

放射性物質の濃度は指数関数的に上がりますので、安全を見込んで、２桁くらい変化させ
ることが通常のやり方です。高と高高の警報設定値が狭すぎると思います。リニアに上が
るのではなく、指数関数で警報が出るようにやってもらいたいと思います。対策について
は、対応の切り替えは１０分でできません。そこは、警報が発生した段階で出るように検
討してもらいたいと思います。

●東京電力
わかりました。

○高坂原子力専門員
対応フローの資料について、このフローはいつ造ったのでしょうか。今回の事象で整理

したのでしょうか。

●東京電力
事象が起きる前から手順書はありました。

○高坂原子力専門員
高高の警報が発生してから閉めることについて、誤動作もありますので、系外に出さな
い事が重要ですが、側溝放射線モニタで高高警報が発生してからゲートを閉める手順です
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が、どういう判断をされるのでしょうか。安全側の考えで、警報時の対応の手順を事象の
反省として見直すことが必要ではないでしょうか。Ｃゲートを閉めるまで時間がかかった
と思いますが、対応が遅れたのではないでしょうか。

●東京電力
パラで指示をしておりまして、モニタを中央操作室で確認しており、現場にも行くこと

になります。人が現場に行って対応しています。日曜日で人も少ない状況でしたが、しっ
かり対応できたと考えています。

○高坂原子力専門員
初動の遅れはなかったということでよろしいでしょうか。

●東京電力

ありませんでした。また、排水路の流量がわからない中で閉めるのは危険という考え方
もあります。

○高坂原子力専門員
閉める時に、警報だけでなく、細かい対応についても、手順書の見直しの中で、対応す

ることを検討して頂きたいと思います。

●東京電力
やはり訓練を実施することや、作業時間をもっと縮めるために、設備の電動弁化をはか

る等の対応をします。訓練が重要だと思います。

○高坂原子力専門員
今回のように、閉められない状況になるというのは、変でありますので、あらかじめ十

分にポンプを配備するなどの対応が必要です。決して流していいというものではありませ
んので。

●東京電力
オーバーフローして、排水路ではない箇所から溢水するような状況は一番まずいと考え

ています。

○高坂原子力専門員
運用上、捨てなくてもいいように、対応の中で改善して欲しいと思います。

○原委員
今の関連で、ゼオライトについて、今回の漏えいについて、雨が降るときに薄まると思

いますが、水の量と連動してクリティカルにならない。水路について、対策をしたことで、
水路のキャパシティを考えて、小さな水路では、計算でそうなると思いますが。２ｍとい
うのは相当早いことを頭に入れて、十分な容量を確保するとともに、必要な対策をして、
別の問題が発生しないようにするべきです。バッファが最後にあるわけなので、モニタで
は、今回も影響は出ていませんので、構内で別の事象が起こらないようにしてください。
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○高坂原子力専門員
Ｋ排水路について、１４ページの中で、情報発信としてこれまでの経緯がありますが、

確認したいと思いますが、２つめのフローとして、除染、清掃、除染の方針、議論の中で、
Ａ排水路、Ｋ排水路については、一部、高いところが見つかったとか。付け替えの話です。
Ａ排水路、Ｋ排水路については、港湾内に排水していなくて、外洋に出ています。モニタ
リング装置の設置を検討しますという答えだったと思いますが、清掃に関して気になって
いるのは、放水路でもありましたが、水に流す場合に、港湾内への切り替えを考えること
と、港湾内に閉じ込めるのがスタンスだと思いますが。検討をしていれば、今回のように
ならなかったと思います。Ｋ排水路が暗渠ということで、２号機の大物搬入口について、
雨水の影響で上がるという、そういう話が出ていましたが、フォールアウトを拾って、放
射性物質が流出する屋根などは結構あると思います。経済産業大臣からの総点検の話もあ
りますがが、その中で、廃棄物処理建屋などの建屋からの影響評価も重要であり、放水路
が雨水の影響を受けたというのもあるので、放水路の逆先弁ピットでの雨水の排水も含め

て、直接、流れることがないように、海に流れてしまうとか、全体的なものについて、全
部見直していただきたいと思います。分かっていることもあるし、分かっていないことも
あると思いますが。

●東京電力
Ｋ排水路の付け替えに関しましては、暫定的なものではありますが。タービン建屋から

の影響が、放水路に入っている箇所での浄化とか、そのほかのＡ排水路についても、網羅
的に対策をやっていきたいと思います。

○高坂原子力専門員
廃棄物処理建屋から入っているものもあると思います。対策を、総点検の中で総ざらい

して実施して欲しいと思います。

●東京電力
Ｋ排水路の対応については後手後手の対応になっていますが検討はしています。時間が

かかっており、遅くなっています。工事を進めているので、しっかりとしたものを造りま
すが、今回、ご迷惑をおかけしたＫ排水路については、清掃して下がるのではないかと考
えまして、清掃をしましたが、下がりませんでした。原因を探していたところ、屋根から
高いものが出ました。そういった意味で考えが甘かったと思います。

○高坂原子力専門員
付け替えの件で、大雨の際に、十分に流れるかということで検討を実施して欲しいと思

います。

●東京電力
検討したうえで進めています。付け替えに関しましても、設計に余裕を持たせたものと

しています。

○渡辺原子力安全対策課長
雨が降った際に、ポンプアップの対応で間に合うのでしょうか。
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●東京電力
時間１４ｍｍの雨量でも全量汲み上げられるものを用意しています。まずは緊急的なも

のを設置します。今日は、Ｋ排水路出口もお見せしますが、ここでの取り組みも見ていた
だきたいと思います。

○石田委員
排水路の系統はＡ、Ｂ、Ｃ、Ｋの４箇所あるということでよいでしょうか。

●東京電力
メインの排水路としては、Ａ、Ｂ・Ｃ、Ｋの他に物揚場があります。構外に排水する系

統は４系統あります。個別に直接でるのは他に、陣馬沢川があり、これはプラントと関係
ない山を走っています。Ｋ排水路は構内排水路という意味でして、建設時から運用してい
るものです。

○岡嶋委員
２号機の関連が、大きく報道されました。今日の説明と資料によると、報道される以前

から、対策等が検討されているものもありますが、どの項目が報道後に実施される対策な
のでしょうか。

●東京電力
屋上のゼオライト土嚢の設置については、本日から作業を実施します。風が強いので、

夕方から作業開始となります。

○岡嶋委員
今回の説明と資料から、２月９日からゼオライト土嚢の設置対応を行っていると理解し

ています。そのような対策は暫定的ではなくて、恒久的にやっていくという理解でよいで
しょうか。

●東京電力
水に含まれる放射性物質を、吸着してから出そうということで、対策をしているものに

なっております。

○岡嶋委員
対策の効果は実証しているのでしょうか。

●東京電力
港湾内とか、構内で使っている実績がありまして、そういった意味では実証しています。

○岡嶋委員
セシウムを吸着するということであれば理解します。今回のような報道の前から、そう

いう形で対策をやろうとしていたということでしょうか。

●東京電力
現地調整会議でも報告していますが、昨年から、ゼオライトを設置して、実験をしてい

る箇所もあり、濃度が若干下がることを確認しています。また、２月９日というのは、Ｋ
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排水路の濃度が下がらないので、対策を開始したものです。ただし、濃度が下がるのは確
認していますが、海に出るときに、高濃度の水を告示濃度以下に下げるということは想定
していません。Ｋ排水路の水を少しでも下げる目的ですが、２月９日の段階で大物搬入口
の場所の濃度の数字が出ていなかったので想定はしていません。

○原委員
これは暫定処置であり、まだ、不完全なものと思いますが。最終的には用水路もありま

すし、海につながっているものもあります。海にいったときに安全かをどう示すか。安心
のための取り組みをやっていくのが重要です。全部やっていったらきりがありません。心
配しているのは、魚です。魚はマスクもしないし、タイベックもしません。モニタリング
の仕方について、対策は大事ですが、安全なもので済んでいることについて、説明を一生
懸命やって、安心できるようにするべきではないでしょうか。現在は、これで済んでいる
ので、今後、どんどんフェーシングが進んで、しくじるととんでもないことになります。

どこで影響を抑えたらよいかの説明をしっかりとやって欲しいと思います。

◎後半質疑応答
○石田委員
２号機のたまり水について、実際に確認できたのが、２号機原子炉建屋大物搬入口の部

分だけで、他の部分が寄与している可能性があります。全体的な計画を教えてください。

●東京電力
排水路を年度内にきれいにする計画で、昨年１２月までにきれいするため、Ｋ排水路、

Ａ排水路、Ｂ・Ｃ排水路の清掃をしました。Ｋ排水路は、なかなかきれいになりません。
ゼオライトをいれてみたり、チャレンジ、トライアルをしています。恒久的なものではあ
りません。まずは、なるべく下げることが重要です。その他、よいアイディアがあればど
んどん対応していきたいと思います。

○渡辺原子力安全対策課長
本日、３５ｍ盤から下を見ましたが、１号機の屋根の上も同じ状態でした。同じように

たまり水があるあのあたりについては、濃度の高いたまり水があり、今回の２号機と同じ
ように、３、４号機に汚染源がある可能性もあります。放射線量の調査計画を示し、汚染
源を潰すため、やはり調査を行っていただくように申し上げます。

●東京電力
３号機なども線量が高いため、なるべく早く、どこが汚染源なのか詰めます。海側のガ

レキが撤去された箇所については、非常に高いエリアが一部なくなったりしています。ガ
レキも汚染源であり、ガレキ撤去を進めます。ご指摘いただいたように、汚染もあり、現
場は簡単に人がいける環境ではありませんが、ヘリコプター等も使って線量を把握したい
と思います。

○岡嶋委員
たまり水の箇所にゼオライトを置くことについては、暫定的な対応であると聞きました。

先ほども申しましたが、排水路の浄化剤がどれだけ効果があるのか示さないと、労多くし
て効果がないという可能性もあります。また、排水路、Ｋ排水路、ポンプで汲み上げると
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いうことですが、モニタリングはどのようにしていくのでしょうか。

●東京電力
今、週１回で測定をしていますが、定期的なモニタリングで状況を把握していきます。

○岡嶋委員
結局それが最後のバウンダリになるため、しっかりと対応して欲しいと思います。また、

２月１７日の協議会において、サブドレンの説明の中で、サブドレンから汲み上げた水は
建屋から近いため、雨水がガレキを浸透していく際にフォールアウトを拾って汚染水とな
る可能性があります。そのため、サブドレンから汲み上げた水を浄化し、放水前にモニタ
リングにより確認するとの説明でありました。雨水の部分では、屋根の場合も、結局同じ
だとは思います。すなわち、サブドレンの水のように浄化して出す必要があるのかどうか、
もう一回検討する必要があると考えます。考え方として、汚染源がどこから来ているか把

握する必要があると思います。また、全体が、管理区域であるため、汚染したものを出す
際は、必ず、汚染の有無を確認して出すのが当然です。今後、全体の考え方の整理する必
要があるかと思います。

●東京電力
サブドレンはどちらかというと、コントロールできるものです。雨水については、雨が

どう降るかが問題です。降ったときは、人間の力では抑えられないもので、どうしようも
ないくらいの水が出ます。浄化装置に通すことは無理です。屋根などの、汚染がきついと
ころを実施する必要があります。むしろ、除去することが重要です。自然の力はすごいの
で、水を浄化するような対応をとることは難しいです。

○岡嶋委員
そういったところも含めて、考え方を整理するべきだと思います。今日の、Ｂ・Ｃ排水

路の話については、原因調査として、今日見させていただきましたが、枝配管があるよう
な状況ですので、汚染土壌が流れ込むことで、今回のようなことが発生することもあるの
ではないでしょうか。

●東京電力
一つは、核種組成を測定していまして、例えば汚染土壌であれば、Ｃｓであればフォー

ルアウト由来であると想像します。今回は、Ｃｓは低くて、全βが高い状況であり、ＲＯ
濃縮塩水と組成が似ています。濃度は違うため、配管からの漏れ等を確認しました。ＲＯ
濃縮塩水が混入した場合は、量としては１リットルくらいのものです。関連する作業が無
いかどうか追い込んでいます。また、水路を丁寧に調べていますが、調べることが難しい
状況です。

○岡嶋委員
測定値の上昇の原因調査として、考えられる原因が３つだけ示されています。もうすこ

し、様々な可能性から絞り込んだということを説明して頂くことが、県民の理解の点では
必要なことだと思います。
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●東京電力
考えられる原因に対してどう調査するかということで、調査の結果で、可能性について

まとまった段階でしっかり説明したいと思います。

○高坂原子力専門員
今回の２号機の大物搬入口の屋根以外の場所でも、フォールアウトの影響で汚染されて

いる箇所が、たくさんあると思います。山側で降った雨が放水路に影響を与えたこともあ
るので、屋根の上など、フォールアウトで影響を受けた箇所を全体的に洗い出すことが重
要です。総点検の中では、現場は海側もありますので、水処理は時間がかかると思うので、
しっかりと調査をしていただきたいと思います。Ｋ排水路については、今日も水が流れて
いる状態でしたが、対策が終わるまで流しっぱなしはまずいので、まずは、流出を抑える
という対策をやるべきであり、汚染を取り除くということをして頂きたいと思います。ま
た、作業においては、ダストの飛散について、かなり面積がある場所で作業をしますので、

周囲に影響が出ないように実施していただきたいと思います。

●東京電力
汚染の除去については、雨の影響を受けないようにすることと、飛散防止対策をしっか
り実施します。とにかく、飛散させないように汚染を除去して、他に汚染が移動しないよ
うに気を配って作業をしたいと思います。

○長谷川委員
汚染源については、出来るだけ減らすように、モニタリングを定期的に実施していただ

きたいと思います。排水のモニタリングも必要だと思います。場合によっては出来ない可
能性もあると思いますが、東京電力は風評被害をどう考えているのかということが重要で
す。３号機のガレキ撤去作業時の飛散の際にもありましたが、粉じんが飛ぶ可能性につい
て、外に出ることについて、ナーバスに考え、県民の皆様に迷惑をかけることのないよう
にお願いしたいと思います。
もう一つ、個人の偏見ですが、東京電力は対策を立ててから物事を発表する傾向がある
と思います。公表する際には、こういう可能性があるという事をしっかり説明し、県民の
信頼を積み重ねることが重要です。３．１１の前は普通のやり方であっても、３.１１の
後は、もう一回公表のやり方について立ち止まって考えていただきたいと思います。また、
今回の流出について公表しなくてよいと思ったというお偉いさんの発言がありましたが、
県民の皆さんは大変に思っています。レベルの高い大変な場所ですので、漁民の皆さんも
大変な思いをしています。宮城県の皆さんも、心配しています。宮城県は漁獲高も福島県
の数倍あります。風評被害については、つかみどころがないものでありますので、是非気
を配っていただきたいと思います。

●東京電力
公表の遅れがあったのは、大いに反省するところです。去年の１月、２月から規制庁か

ら指示をいただいていまして、我々としては、いろいろな可能性を考え対策をしていると
ころであり、清掃をすること等の指示をいただいています。毎月毎に清掃してきれいにな
っているところではありましたが、公表の考え方について勘違いをしていました。きちん
と情報を出せばよかったというのが反省事項です。Ａ排水路はきれいになったというデー
タがありましたが、Ｋ排水路は下がらない状況でした。そうなると、清掃ではきれいにな
らないというので、去年の暮れから、Ｋ排水路について、排水先を湾内に入れるなどの対
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策の検討を加速しました。言い訳に過ぎないところもありますが、ソーシャルコミュニケ
ーション室やリスクコミュニケーター等の取り組みをしている中で、いろんなリスクにつ
いて発電所の組織の情報公開の姿勢に問題があればアラートを出す仕組みを作ってはいま
したが、社内での連携がうまくいっていませんでした。今後は、社内での情報共有の仕組
みについて、改善したうえで丁寧にご説明していきたいと思います。

○長谷川委員
すぐ公表することの意義が３つほどあります。公表することにより、県民に対してしっ
かりと説明することで緊張感を持つことが重要であること、社内での情報共有の仕組みを
普段から構築すること、県民の信頼を向上することがあります。少なくとも、外部に影響
を与えることについては、すぐに公表する対応をしてもらいたいと思います。

●東京電力

総点検をして、公表する情報公開の仕組みに問題がなかったかどうかの確認をしてまい
りたいと思います。

○いわき市
これまで、通報連絡協定、安全協定で連絡が決まっていて、決まった内容しか公表され

ないという問題があると思います。市長名で抗議文を出しておりますが、廃炉の全ての工
程において、しっかりと判断したうえで、情報を迅速かつ的確に出してもらいたいと思い
ます。漏えいの可能性がある場合も出していただきたい。Ｋ排水路の件については、タイ
ミングもあったかと思いますが、発表がたまたま組合長会議の場であって、市の担当部署
でも状況がわからない中で、東京電力から説明を聞くような状況になりました。今後は、
行政に対しても同時並行で情報が届く形にしてもらいたいと思います。

●東京電力
我々も情報公開の扱いに対して鈍感になっていたところもあります。どの段階で、会議

があってということを、事前にいろいろ考えていればという事もあります。去年の夏くら
いで公表したところもあり、鈍感になっていたところもあります。清掃という対応をして
いたところではありますが、情報公開の姿勢については反省したいと思います。

○原委員
Ｂ・Ｃ排水路の系統について、原因のところを特定しないと、また同じことが起こると

思います。専用港内に出すということは、バッファを持つということなので、何かのイベ
ントがあって汚染が流入するというときに、上流側で止めたからよいというわけではあり
ません。今回は不幸中の幸いで、海に影響が無い状況でしたが、距離的にどの程度のこと
がおこるかということを想定し、今回は安全なレベルでしたが、丁寧に説明を実施して、
県民の理解を得ることが重要です。あるところの排水は管理できていても、別のところは
超えていたような状況では、東京電力のこれからの排水計画などが理解されなくなること
になると思います。

●東京電力
Ｋ排水路の排水先を港湾内へ付け替える工事を実施しますが、当面はポンプで汲み上げ

の対応をします。影響を緩和するために、やれるものは全部対応していきたいと思います。
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○河井原子力専門員
技術的な話をしたいと思いますが、Ｋ排水路の話については、降雨時に、雨水の汲み上

げが難しいというのは理解しました。屋根の上に汚染が留まっており、局部的に、簡易的
なものも含めて、処理装置を作るという発想はないのかというのが１つです。当面の応急
対策として、ゼオライトの土嚢の対策を実施していますが、この話を聞いたときに、基本
的に土嚢は流出防止の目的だと思いますが、本来の目的としては、屋根から水を落とさな
いようにするということでよいでしょうか。

●東京電力
ゼオライト土嚢については浄化するための簡易的なフィルターをつける応急対策という

考え方です。今後は、ルーフブロックの除去などについて、飛散抑制の対策をきちんとや
ったうえで実施していきたいと思います。

○河井原子力専門員
ゼオライト土嚢については、午前中の説明で、雨水の流出防止と聞いていましたが、た

め込むとオーバーフローする問題があるということでしょうか。また、別の話にはなりま
すが、Ｂ・Ｃ排水路の話ですが、プラントからの環境放出として、代表的なものは、廃棄
物処理系統だと思いますが、放出モニタがついて、高警報の場合は、バルブを閉めて出さ
ないという考え方をしています。今回も、高高警報の発生時には、ゲートを閉止するとい
うことですが、環境放出については、最優先でやる項目です。現場での状況はどうだった
かということですが、状況もあるかとは思いますが、作業に１時間半かかっています。作
業の際にはどのように時間がかかったのでしょうか。大きなバルブではありますが、閉め
る際に自重で閉操作をするような機能もあり、時間はかからないと思いますが。

●東京電力
今回、ゲートは現場に行って確認したうえで、ハンドルを回して閉めました。タイベッ

クやマスクを着用して、車に乗って、現場に向かうということになりますので、安全の確
認も含めて、１時間半かかっています。そこは訓練で短縮していきたいと思います。１時
間半は遅すぎるという意見もあるかとは思いますが、平日であれば早い時間で出来た可能
性もあります。今回は、条件の悪い中での結果だと思います。最終的には、ゲートの電動
弁化も併せて考えて、今後の改善点としていきたいと思います。

○河井原子力専門員
手動操作であっても、タンクレベルの確認等、免震棟で可能な部分があります。結論と

しては、その場に向かってから、手動で操作をするということに、問題があると思います。
スイッチを押せば、ゲートが閉まるようにすれば作業の時間短縮となります。環境放出の
抑制が最優先となりますので、対策をしていくべきだと思います。

●東京電力
まずは、対応の訓練も含めまして、手順の検討やハード面の対策を実施したいと思いま

す。

○高坂原子力専門員
確認ですが、排水のゲートの自動化の検討をするということは、設置することについて

まだ決定ではないということでしょうか。
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●東京電力
設置はしますが、設置する際に、タンクエリア周辺のどこで区切るかということや、出

口側で溢れないように区切りを細切れにしていくということの考え方の整理をする必要が
あります。

○原委員
バッファがない状況なので、集中豪雨の際に技術的な検討が必要なのでしょうか。広報

は非常に重要なので、その人がわかりやすく説明することなど、組織的な対応について、
丁寧に対応して欲しいと思います。

●東京電力
わかりました。

○石田委員
環境モニタリングに関しましては、県のほうでも部会がありますので、定期的に確認し

ているところですが、環境に対して変動がないことについて、まずは、東京電力が常日頃
から安全管理のシステムを構築して対応していただきたいと思います。今回は、連絡が遅
れましたが、これは、新聞情報となってしまいますが、組織的、体系的に汚染を敷地外に
出さないようにどういう対策をするかを整理した上でご対応いただきたいと思います。

○渡辺原子力安全対策課長
いま、構内の線量を下げるためにフェーシングを実施していますが、当然のことながら、

雨は側溝に集中しますので、排水路の系統の見直しが重要です。検討の中で、Ｋ排水路の
系統の切り替えについて、例えば下流側で止めたときにバイパスできるような構造の検討
をお願いします。本日、Ｋ排水路の出口を見たときに、出口の箇所に別の側溝が流れ込ん
でいる状況でした。道路の側溝についても当然ですが、海側についても、汚染したガレキ
もあるので、枝排水路の流末が海に行っていないかどうか、全てについての確認をお願い
したいと思います。

●東京電力
わかりました。

◎渡辺原子力安全対策課長申し入れ
本日の現場確認結果及び専門委員等の意見を踏まえ、各事項毎に申し入れを行いたいと

思います。まだ、原因分析の途中というのもありますので、本日、現場で確認した項目に
つきまして、後ほど整理したうえでお知らせしたいと思います。
○情報公開について
・情報の速やかな公開とその意識の徹底は再三申し上げてきた。今回についても対応は不
十分であり、全社で認識を再度徹底するとともに、必要な体制を整備すること。
・環境に影響を及ぼすものについては当然であるが、廃炉作業の進捗状況やそれぞれの対
策の効果などについても、県民に分かりやすく情報提供すること。
○２号機原子炉建屋大物搬入口屋上部の高濃度の放射性物質を含む雨水のＫ排水路から港
湾外への排出について
・３月中に行うとしているゼオライト土嚢設置や、汚染源である２号機大物搬入口屋上部
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の放射能除去を早急に行うこと。その際には、ダストの飛散防止対策に万全を期すこと。
・対策の効果を確認し、濃度の十分な低減が図られない場合、浄化などの追加対策を検討
すること。
・Ｋ排水路において、今回確認された箇所以外の調査を速やかに行い、その結果と対策を
報告すること。
・Ｋ排水路からＣ排水路への切替に関しては、ポンプでの切り替えと聞いているが、最大
流量時にも溢水することのないよう設計を行い、体制も十分に敷くこと。恒久的措置とし
て、Ｋ排水路排水先の港湾内への切替や、側溝放射線モニタ及び電動ゲートの設置を行い、
排水中の放射能濃度が上昇した際、速やかに海への放出を止められるように対応すること。
○Ｂ・Ｃ排水路からの放射性物質を含む水の港湾内への流出について
・早期に原因究明するとともに、その結果を踏まえた再発防止対策を確実に実施すること。
・警報発生時の止水までの対応マニュアルを精査し、速やかなゲート閉止について機械的
なものも含めて改善すること。

・抜本対策としてゲート作動の自動化を図ること。
・ゲートを閉止している間、特に降雨時の排水の管理、設備や体制、排水再開の基準を定
めること。
○排水路等全般について
・構内の排水路及びその枝排水路に加え、放水路など、敷地内の雨水の流路を全て確認し、
その途中で高濃度に汚染する恐れのある箇所を全て洗い出し、速やかに対策を講じること。
・モニタリングについては、強化するとともに、排水による環境への影響を評価し、構内
の排水路全体の管理計画をすみやかに策定すること。
本日申し入れを行った事項については、後ほど精査してお渡ししたいと思います。引き

続き、取り組み状況を確認してまいりたいと思います。県民の皆様が不安に感じておりま
すので。しっかりと取り組んで頂きたいと思います。
最後に、これまでも繰り返し申し上げておりますが、原子力発電所の廃炉作業を安全か

つ着実に進めることが、本県の復興の大前提であります。特に、汚染水の管理に万全を期
すこと及び情報公開の意識を徹底することは重要であります。一刻も早く作業員の安全を
はかりながら、しっかりと対応して頂きたいと思います。東京電力は、県民の思いを改め
て重く受け止め、県民の安全・安心を最優先に、廃炉に向けた取り組みをしっかりと実施
するよう申し上げ、本日の協議会を終了します。

◎小野所長挨拶
本日、御意見を頂きました。後日、紙で頂くということですが、我々が言い訳しても意

味がありませんので、県民が何を心配しているのかを認識し、社内的にも組織を活用でき
ていない状況ですが、情報公開をしっかりやっていくことが重要です。汚染の除去に注力
することについて、時間がかかるというのもありますので、飛散防止も含めて実施してい
きます。Ｋ排水路の付け替えについても、鋭意実施していきます。Ｂ・Ｃ排水路について
は、ゲートの閉止作業が１時間半かかりましたが、訓練を実施し、機械的なものも含め、
さらに高度なマニュアルの策定の取り組みについても実施していきます。構内の排水路に
ついても、フェーシング工事が進んでいますが、排水路や本来の排水路計画について、本
当に今回は、ご心配をお掛けしています。福島第一の廃炉の取り組みが重要であることを
肝に銘じ、県民、国民の信頼が重要でありますので、情報公開を含めて着実に実施してい
きます。作業安全に留意しながら確実に実施していきます。本日はありがとうございまし
た。

以 上


